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平 成 2 0 年 1 1 月 4 日

こども青少年局青少年育成課長
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 横浜市政記者、横浜ラジオ・テレビ記者 各位  
 

 
 
 横浜の姉妹都市である米国サンディエゴ市の青少年と、横浜の青少年との友好の

絆を深め、国際性豊かな青少年の育成を図るため、平成 2 年度から横浜とサンディ
エゴの青少年等の相互交流を実施しています。今年度は、横浜の青年がサンディエ

ゴ市を訪問し、帰国翌日に市長表敬で訪問の報告を行いました。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

※写真はデータでお渡ししますので、ご連絡ください。  ●裏面あり 

 

 

平成２０年度サンディエゴ青少年・指導者交流派遣事業の概要 

１ 派遣期間 

  平成２０年１０月２９日（水）～１１月３日（月・祝）（６日間） 

２ 派遣人数 

  ４人（市内の大学の学生及び大学院生、氏名は裏面参照） 

  ※公募を行い、本市の選考委員により選考しました。 

３ 内 容 

  青少年の薬物中毒やバイオレンス、不登校などからの立ち直りを支援し

ているサンディエゴの団体や支援スクールを訪問し、スタッフと交流しま

した。また、サンディエゴでも市役所表敬を行ったり、ホームステイを通

じてアメリカの生活を体験しました。 

４ 横浜市長表敬（訪問報告）の日時等 

  平成２０年１１月４日（火）１０：４５～１１：００（市長応接室） 

５ 訪問報告の内容 

（１）サンディエゴ市役所表敬で受けたメッセージや市長への土産品など 

（２）青少年自立支援施設等の訪問調査内容 

（３）ホームステイや交流会の様子 

６ 市長コメント要旨 

自立支援について、日米で心理面・生活面のサポート方法の違いはある

が、公的支援以外の様々なアプローチも必要である。大学生として、本分

である勉学に励み、学んだことを活かして社会に還元してほしい。 

 



◇平成２０年度サンディエゴ青少年・指導者交流派遣事業派遣者氏名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇平成２０年度サンディエゴ青少年・指導者交流派遣事業 行事日程 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇過去３年のサンディエゴとの青少年・指導者交流経過 

   平成２年度から、これまでに青少年・指導者派遣事業を９回、受入事業を８回行ってきて

います。 

   過去３年の事業の概要は、次のとおりです。 

 

 

 

年度 派遣／受入 派遣／受入期間 青少年参加人数
平成１７年度 受入 平成17年11月16日～11月21日 14
平成１８年度 派遣 平成18年10月29日～11月 4日 14
平成１９年度 受入 平成20年  2月27日～ 3月 3日 8

氏名 所属

おおにし　きょうこ
大西　恭子

横浜国立大学大学院

さいとう　ゆう
齋藤　由布

横浜国立大学大学院

ふじもと　あい
藤本　愛

横浜国立大学大学院

まつもと　りょうこ
松元　涼子

フェリス女学院大学　

内容

午後 成田空港　発

午後 サンディエゴ着
現地受入団体との顔合わせ

10/30
（木）

サンディエゴ市役所表敬
青少年の自立支援団体・施設訪問調査
ホームステイ

10/31
（金）

青少年の自立支援団体・施設訪問調査
ホームステイ

11/1
（土）

ホームステイプログラム
意見交換会

11/2
（日）

早朝 サンディエゴ発

11/3
（月）

午後 成田空港着・解散

11/4
（火）

10:45～11:00 中田市長表敬・報告

月日

10/29
（水）


